
◎第３６回集中セミナー 学習テーマ

●日 時 ９月２１日（日曜日）
１３時～１７時

●受講料 ２５００円
●会 場 京都学習会館

講師河音琢郎・立命館大学教授

京都学習協

第３６回集中セミナー
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●申し込みは、このテーマを学びたいと思う方は誰でも参加できます。

●申し込みの手続きは、簡単です。 「申込書」に必要事項を記入し申し込んでください。

ＦＡＸでも申込みができます（受講料は当日お支払いください）。

●講義時間は、午後１時～５時

（休憩も含みます）

●受講料は、２，５００円です。（税込み）

●会場は、京都学習会館

（上京区堀川丸太町西一筋目上ル）です。

【申込先】

京都労働者学習協議会
上京区堀川丸太町西一筋目上ル『京都学習会館』内

電話（075）841-8141
FAX（075）821-3665

京都学習協の第３６回集中セミナー 募集要項

京都学習協の第３６回集中セミナー 申込み日時 年 月 日

フリガナ 性別 年齢

氏 名： 男・女 才

現住所：

職場・学園：

労働組合名： （全国単産名： ）

電話：職場（ ） ― 自宅（ ） ―

第３６回集中セミナー

■二・四輪共に駐車場はありません。二条
城市営駐車場へお願いします。
●地下鉄丸太町駅・二条城前駅から『京都

学習会館』まで歩いて１０分以内です。



【学習資料】

円藤まさみ著「アメリカってどんな国」新日本出版社 2002年 15頁～45頁

アメリカ人が自慢する通り、この国はいろいろなことで世界のナンバー・ワンだ。

まず国防費と並んで軍事技術が世界一である。ミサイル防衛、無人兵器、その他ハイテク装備

に徹底した投資がされている。そしてその高い技術で作られた武器を、世界のあらゆる国に輸出

している武器輸出は世界一である。しかし、独裁政権や過激ゲリラ組織へも武器を売りつける〝

死の商人アメリカ〟に対し、国際的な批判の声も強くあかっている。

次にアメリカは医療技術も世界一である。ちょっとした総合病院へ行くと施設も立派ながら、

あらゆるハイテク医療機具にお目にかかれる。しかし国民健康保険というものがないこの国では、

医療は権利ではなく、特権だと考える傾向がある。会社員や公務員ならば職場の医療保険プラン

に加入することが出来るが、失業者や自営業者は、個人で保険料を払って民間の保険会社に加入

する。当然、この場合は保険料が割高になる。これが支払えない人は、病気になっても症状が悪

化しない限り市販の薬ですませておく。中には同じ病気をもつ友人の処方薬をもらっているよう

な人もいる。

こうした事態をすこしでも改善しようと、各地方自治体やＮＰＯ（非営利組織）の働きかけで、

いくつかのヘルスープランが導入されている。しかし、その多くは極端な貧困層やホームレス家

庭を対象にしたようなものが多く、「なんとか狭いアパートに住んで、子どもがお腹をすかせな

い程度の生活は出来るが、医療保険を自分たちで払うほどの余裕はない」といった、英語で言う

WORKING POOR（働く貧困層）と呼ばれる人びとのニーズに答えるまでにはいかない。

世界一の医療技術がありながら、この国の７人に１人の子どもは医療保険をもたない。

ちなみに世界の先進２５ヶ国のうち、国民健康保険がないのはアメリカだけである。

そしてアメリカをもっとも象徴するナンバー・ワンといえば、億万長者の数である。

──略──

〝その国の健康状態を知りたければ、まず子どもたちを取り巻く環境を検証しろ〟という言葉

がある。アメリカの子どもたちはどんな環境の中で暮らし、どんな悩み、希望をもって生きてい

るのだろうか。そして大国アメリカは、この国の将来を背負っていく子どもたちに何を託してい

るのだろうか。

みなさんは「Affluenza〝アフルエンザ〟」という言葉を聞かれたことがあるだろうか。これ

は、英語の富とか裕福という意味のAffluenceと、インフルエンザを混ぜたもの。〝裕福なイン

フルエンザ〟とは、一体どういう意味だろうか。

アメリカの非政府組織チルドレン・ディフェンス・フアンドの定義によると、アフルエンザと

は、「たいして価値のないものを多くもっている貧しさ」なのだと言う。携帯電話、ブランドの

洋服、大きな家、ＣＤプレイヤー、テレビゲームといった高価な電化製品、物質的には恵まれ過

ぎるくらい恵まれているアメリカの子どもたちだが、道徳的な価値や、親や地域からの指導、支

えといったものは十分に与えられていないという。アメリカという大国で生まれ育つ子どもたち

の現実とは、一体どんなものなのだろうか。

２０００年のアメリカ家族統計によると、両親がそろっている子どもは全体の６９％で、２２

％のアメリカの子どもは母子家庭、４％が父子家庭で育てられている。〝両親がそろっている〟

というのは、かならずしも生みの親とは限らず、両親のどちらかが再婚だったり、里親に育てら

れている子どもも含む。また、父子家庭で育てられている子どもの１６％、そして母子家庭で育

てられている子どもの９％は、親の同棲相手とも一緒に暮らしている。その他の４％の子どもは、

祖父母や親戚、施設など親以外の人に育てられている。

このように複雑な家庭環境が当たり前となっているアメリカでは、家族とか家庭というものの

定義があるようでいてない。幼い頃から、親の離婚や異性交際、再婚、再々婚に引きずりまわさ

れているアメリカの子どもは、１０歳にも満たない子が養育費の心配をしたり、失恋して落ち込

んでいるお父さんやお母さんのケアをしたりする。幼い頃から男と女の駆け引きを自分の親や周

囲の大人を通じて嫌というほど見せつけられている。

日本人の中には、「アメリカの子どもは日本人に比べてすごく大人で、しっかりしている」と

言う人がいるけれど、そうではなく、彼らは早く大人にならされているのではないかと思う。子

どもとはいえ、いつまでも甘えていられない。親には親の人生がある。そんなふうに、目に見え

ないプレッシャーのもとで育っている子どもたち。だから彼らはつっぱる。話をしてみると自立

した大人のような口をきく子が、一度信頼できる大人を見つけると、それが最近知り合ったばか

りの他人でも、驚くほど甘えてくる。

アメリカ人、とくに白人社会では、個人主義的な考えが人生の基本になっている。周囲の人間

との協調関係よりも、〝私〟にとって何か幸せかということに軸が合わせてある。

これには良し、悪しがあって、「〝私〟を大切にすることが、結局は周囲の人との関係を前向

きなものにしていく」と考えるのであれば、多いに結構な個人主義である。ところが権利意識ば

かりが一人歩きし、「〝私〟を大切にすることで、だれかを傷つけることがあっても、それは仕

方がない」というように考えてしまうと、無責任極まりない利己主義に走ってしまう。アメリカ

の社会を長く観察していると、彼らの個人主義というのは、利己主義と紙一重のところにあるよ

うに思う。

２００２年発表のデータによると、親の育児放棄、虐待、怠慢などの犠牲に遭った子どもの数

は、全米で約８７万９０００人におよぶという。そのうち６３％の子どもは、病気やケガの治療

を受けず放置されているといった保護者による怠慢、９％が肉体的暴力による虐待、１０％が性

的虐待、そして約８％が精神的虐待である。中でも母親による虐待が全体の半分近くを占めてい

る。犠牲に遭った子どもを人種的に見ると、５１％が白人で圧倒的な割合を占めていて、次に黒

人、ラテン系と続いている。そして虐待や保護者の怠慢によって死亡した子どもの数は約１２０

０人。アメリカ社会で常時行われるリストラなどの雇用不安、人種および経済格差による差別、

銃犯罪、麻薬、精神病といったさまざまな要因に加えて、希薄な人間関係、殺伐とした社会の中

で、コントロールを失った大人たちの苦しみのはけ口として、弱者である子どもがその代償を払

わされている。


